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第 1 問 月あたりで携帯電話に 5000 円を使うとする（すべて使い切

る）。基本料金、通話料（1 分あたり）、メール送受信料（1 キロバイ

トあたり）について、下表のような 2 つの料金プランを選択可能である

（メール送受信料は等しい）。このとき、以下の問いに答えなさい。 

料金プラン 
基本料金 

（円／月） 
通話料 

（円／分） 
メール送受信料 

（円／キロバイト） 
プラン 1 0 40 

10 
プラン 2 1000 20 

1) 通話量を X (分)、メール送受信量を Y (キロバイト)とし、各プランの予

算制約式を書きなさい。（各 5 点・計 10 点） 
2) プラン 1 でも、プラン 2 でも予算制約を満たすような X と Y の組み合

わせを計算しなさい（10 点） 
3) プラン 1 に比べてプラン 2 が得になる X と Y の範囲を書きなさい。（5 点） 
 

第 2 問 以下の（A）～（E）を適切な語句で埋めなさい。（各 5 点・計 25 点） 
1) プロ野球選手のイチローは、平均的な野球選手に比べれば野手としても投手とし

ても優れている。このとき、イチローは野手としても投手としても、平均的な野

球選手に対して（A）優位にあるという。しかし、実際にはイチローは野手に特化

する。このとき、イチローは野手に（B）優位を有していると言える。 
2) ラーメン店の経営者が価格を据え置くか、値上げするかで迷っているとする。こ

のラーメン店の直面する需要曲線が価格に対して（C）であれば、値上げすること

が得である。 
3) K さんは経済学の授業が終わった後、4 時間のアルバイトをしているが、もし経

済学の授業をサボると 6 時間働くことができる。（D）時間分の給与は、K さんが

経済学の授業に出席することの（E）と考えられる。 
 

第 3 問 ある財市場において、S を供給、D を需要、P を価格とし、供給曲

線が「P=50+2S」、需要曲線が「P=110D」で表せるとき、以下の設問に答え

なさい。 
1) 均衡における価格と取引量を計算しなさい。（各 3 点・計 6 点） 
2) この市場に T で表される消費税が課されたとき、新しい均衡における消費

者価格と取引量、及び生産者価格を計算しなさい。（各 3 点・計 9 点） 
3) 消費税 T のうち消費者の負担分と生産者の負担分を計算しなさい。（各 5
点・10 点） 

 

第 4 問 以下の用語の意味を（ ）内の言葉を用いて説明しなさい。（各 8
点・計 24 点） 
第 4 問解答欄 
1) 機会費用（直接費用） 

2) 死荷重損失（社会的余剰） 

3) プライス・テイカー（完全競争） 

 

感想 授業の感想を自由に書きなさい。（1 点） 
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